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第
４
章　

伝
染
病
棟
の
供
用
と
感
染
症
病
床
の
設
置

伝
染
病
棟
を
供
用
開
始

　

平
成
６
年
４
月
か
ら
鹿
児
島
市
は
、
市
立
病
院
に
法
定
伝
染
病
の
隔
離
病
棟
を
併
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
患
者
を
収
容
し
て

い
た
隔
離
病
舎
の
あ
る
市
立
城
西
病
院
（
薬
師
２
丁
目
）
は
３
月
末
で
閉
鎖
し
た
。

　

伝
染
病
棟
（
20
床
、
８
室
）
は
市
立
病
院
北
側
の
駐
車
場
内
に
あ
り
、
病
院
２
号
館
に
隣
接
し
て
い
た
。
延
床
面

積
１
０
０
４
平
方
㍍
。
１
階
は
吹
き
抜
け
の
駐
車
場
で
２
、
３
階
が
隔
離
病
室
、
４
階
は
機
械
室
と
な
っ
て
い
る
。

３
億
８
０
０
０
万
円
を
か
け
「
５
号
館
」
と
し
て
５
年
７
月
に
着
工
、
建
設
し
て
い
た
。
併
設
の
主
な
理
由
は
、
施
設
の
老

朽
化
に
加
え
、
医
療
水
準
の
向
上
な
ど
で
伝
染
病
患
者
の
発
生
が
激
減
し
た
こ
と
に
よ
る
。
併
せ
て
隔
離
施
設
を
縮
小
す
る

こ
と
で
、
市
立
病
院
職
員
が
併
任
し
て
い
た
診
療
・
看
護
体
制
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

　

城
西
病
院
（
旧
尾
畔
病
院
）
は
、
昭
和
39
年
に
60
床
23
室
の
規
模
で
開
院
。
52
年
４
月
、
運
営
に
つ
い
て
市
と
覚
書
を
締

結
、
管
理
運
営
を
市
立
病
院
で
受
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
職
員
11
人
で
市
立
病
院
職
員
が
併
任
す
る
た
め
、
医
師
と
看
護

師
は
患
者
が
収
容
さ
れ
る
た
び
に
、
病
院
に
泊
ま
り
込
ん
で
の
診
療
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

　

患
者
数
は
こ
こ
５
年
間
を
見
て
も
、
平
成
元
年
度
ゼ
ロ
、
２
年
度
３
人
（
コ
レ
ラ
２
人
、
疑
似
コ
レ
ラ
１
人
）、
３
年
度

２
人
（
赤
痢
、
疑
似
日
本
脳
炎
各
１
人
）、
４
年
度
ゼ
ロ
で
５
年
度
は
３
月
22
日
時
点
で
１
人
（
パ
ラ
チ
フ
ス
）
―
と
な
っ
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て
い
た
。

　

平
成
10
年
10
月
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、「
伝
染
病
予
防

法
」
が
廃
止
さ
れ
た
。
平
成
11
年
４
月
、
市
立
病
院
は
伝
染
病
床
（
20
床
）
を
廃
止
、
感
染
症
病
床
（
６
床
）
を
設
置
し
、

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
県
知
事
か
ら
指
定
さ
れ
た
。

特
三
類
看
護
に
移
行

　

平
成
６
年
５
月
、
市
立
病
院
は
、
そ
れ
ま
で
の
特
二
類
看
護
か
ら
集
中
治
療
室
な
ど
特
定
の
病
床
を
除
い
た
３
５
４
の
病

床
に
つ
い
て
、
特
三
類
看
護
を
導
入
し
た
。

　

特
三
類
看
護
は
、
よ
り
質
の
高
い
看
護
サ
ー
ビ
ス
と
患
者
の
病
状
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭

和
63
年
に
新
設
さ
れ
た
制
度
だ
。
導
入
す
る
要
件
と
し
て
、
①
患
者
２
人
に
対
し
て
看
護
師
１
人
を
配
置
す
る
②
入
院
患
者

の
平
均
在
院
日
数
を
20
日
以
内
と
す
る
③
複
数
夜
勤
体
制
で
あ
る
こ
と
―
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
は
②
の
要
件
が

病
院
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
か
っ
た
。
平
成
４
年
に
制
度
が
改
正
に
な
り
、
②
の
要
件
が
25
日
以
内
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
発
足
以
来
、
急
性
期
の
重
篤
患
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
向

上
、
看
護
師
の
勤
務
条
件
の
改
善
、
さ
ら
に
病
院
経
営
の
観
点
か
ら
特
三
類
の
導
入
を
決
め
た
。

　

制
度
導
入
に
よ
っ
て
、
看
護
要
員
の
割
合
が
高
ま
る
た
め
、
患
者
に
対
し
て
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
行
け
る
回
数
や
時
間
が
多

く
な
り
、
薬
、
食
事
、
リ
ハ
ビ
リ
や
自
宅
で
の
療
養
の
仕
方
な
ど
、
よ
り
き
め
細
か
な
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
看
護
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師
が
増
え
る
こ
と
で
勤
務
条
件
が
改
善
さ
れ
、
勤
労
意
欲
の
向
上
、
看
護
師
の
確
保
対
策
に
も
つ
な
が
り
、
よ
り
良
質
な
看

護
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
、
効
率
的
な
供
給
が
期
待
さ
れ
た
。
６
年
度
は
特
三
類
移
行
の
た
め
、
看
護
師
25
人
の
増
員
が
計
画

さ
れ
た
。

立
体
駐
車
場
が
完
成

　

平
成
６
年
11
月
、
市
立
病
院
第
３
駐
車
場
に
建
設
し
て
い
た
立
体
駐
車
場
が
完
成
し
た
。
駐
車
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
や
入
院
患
者
の
面
会
時
間
の
変
更
、
有
料
化
な
ど
で
対
応
し
て
き
た
が
、
依

然
と
し
て
混
雑
解
消
に
至
ら
な
い
た
め
、
立
体
駐
車
場
で
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
と
な
っ
た
。
鉄

骨
造
り
、
一
層
二
段
自
走
式
で
延
べ
床
面
積
は
１
２
４
８
・
８
１
平
方
㍍
。
工
事
費
は
、
約

５
８
０
０
万
円
。
駐
車
台
数
は
、
１
階
55
台
、
２
階
56
台
の
１
１
１
台
。

　

立
体
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て
、
平
成
７
年
の
３
月
議
会
で
稗
田
正
事
務
局
長
は
「
病
院

駐
車
場
の
利
用
台
数
は
、
今
年
度
の
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
１
日
平
均
７
４
９
台
だ
っ
た

が
、
完
成
後
の
12
月
か
ら
２
月
ま
で
は
１
日
平
均
８
０
１
台
に
な
っ
て
い
る
。
建
設
前
の
午

前
10
時
か
ら
11
時
ま
で
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
は
、
待
ち
時
間
が
１
時
間
に
も
及
ぶ
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
完
成
後
は
20
分
程
度
の
待
ち
時
間
と
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
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腸
移
植
で
声
取
り
戻
す

　

平
成
７
年
３
月
、
市
立
病
院
グ
ル
ー
プ
（
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
形
成
外
科
）
が
、
が
ん
治
療
な
ど
の
た
め
発
声
の
源
で

あ
る
喉
頭
を
摘
出
し
た
た
め
に
声
を
失
っ
た
患
者
に
、
腸
管
を
移
植
し
て
発
声
に
利
用
す
る
「
遊
離
腸
管
移
植
音
声
手
術
」

に
成
功
し
た
。

　

手
術
を
受
け
た
の
は
40
代
の
男
性
。
下
咽
頭
が
ん
で
喉
頭
、
食
道
の
中
部
ま
で
が
ん
が
進
行
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
の

器
官
を
す
べ
て
摘
出
し
た
。
そ
の
後
、
①
腸
で
代
用
し
て
食
道
を
つ
く
る
②
永
久
気
管
孔
を
つ
く
る
③
声
を
取
り
戻
す
た

め
、
気
管
と
食
道
を
結
ぶ
「
気
管
―
食
道
シ
ャ
ン
ト
」
を
つ
く
る
―
を
同
時
に
行
っ
た
。
移
植
の
た
め
患
者
か
ら
採
取
し
た

腸
は
約
20
㌢
。
こ
の
腸
を
二
分
し
、
食
道
と
気
管
―
食
道
シ
ャ
ン
ト
に
使
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
喉
頭
を
摘
出
し
た
患
者
は
、
胃
や
食
道
に
い
っ
た
ん
空
気
を
飲
み
込
み
、
げ
っ
ぷ
の
要
領
で
食
道
の
入
り
口
を

振
動
さ
せ
て
原
音
を
つ
く
る
「
食
道
発
声
」
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
患
者
は
食
道
ま
で
摘
出
し
た
た
め
食
道
発
声
も

で
き
な
い
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。
手
術
後
２
週
間
で
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
２
カ
月
後
に
は
か
な
り
上
達
し

た
。
形
成
外
科
の
佐
々
木
健
司
部
長
は
「
リ
ハ
ビ
リ
な
し
で
も
容
易
に
発
声
で
き
る
。
工
夫
次
第
で
元
の
自
分
の
声
に
近
く

な
る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
。
耳
鼻
咽
喉
科
の
鹿
島
直
子
医
師
は
「
各
診
療
科
間
の
連
携
が
う
ま
く
い
き
手
術
が
成
功
し

た
。
食
道
発
声
さ
え
も
難
し
い
と
さ
れ
る
症
例
に
も
、
か
な
り
有
効
な
手
術
法
で
は
」
と
話
し
た
。
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高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
を
導
入

　

平
成
７
年
３
月
、
市
立
病
院
は
、
高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
を
導
入
し
た
。
高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
は
、
密
閉
さ
れ
た
タ
ン

ク
の
中
に
大
気
圧
よ
り
は
る
か
に
高
い
気
圧
環
境
を
つ
く
り
、
高
濃
度
の
酸
素
吸
入
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
血
液
か
ら
組

織
へ
の
酸
素
の
拡
散
を
良
く
し
、
病
気
の
治
癒
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
装
置
だ
。
治
療
法
の
対
象
と
な
る
の
は
、
急
性
脳
血

管
障
害
、
脳
梗
塞
、
脳
浮
腫
な
ど
の
脳
の
病
気
を
は
じ
め
、
熱
傷
や
広
汎
挫
傷
、
ガ
ス
壊
疽
な
ど
形
成
外
科
や
整
形
外
科
の

領
域
、
心
筋
梗
塞
や
一
酸
化
炭
素
中
毒
、
潜
水
夫
病
な
ど
の
内
科
的
疾
患
、
そ
の
他
、
突
発
性
難
聴
や
目
の
病
気
な
ど
臨
床

医
学
の
広
い
分
野
に
適
応
が
あ
る
。

　

安
全
性
に
つ
い
て
、
武
弘
道
院
長
は
「
装
置
に
は
装
置
全
体
に
酸
素
を
入
れ
て
加
圧
す
る
純
酸
素
加
圧
方
式
と
、
空
気
を

加
圧
し
酸
素
を
鼻
か
ら
供
給
す
る
空
気
加
圧
方
式
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
事
故
は
す
べ
て
純
酸
素
加
圧
方
式
で
起
き
て
い

る
。
原
因
は
、
白
金
カ
イ
ロ
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
を
装
置
内
に
持
ち
込
ん
だ
た
め
に
、
酸
素
を
加
圧
中
に
発
火
し
た
よ

う
だ
。
本
院
で
は
導
入
時
に
安
全
性
を
各
面
か
ら
検
討
し
、
空
気
加
圧
方
式
と
し
た
」
と
市
議
会
で
説
明
し
た
。

土
曜
日
の
外
来
休
診

　

平
成
８
年
１
月
か
ら
、
市
立
病
院
は
土
曜
日
の
外
来
を
す
べ
て
休
診
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
６
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
第
２
、
第
４
土
曜
休
診
を
拡
大
す
る
も
の
で
、
こ
れ
で
市
内
の
公
立
病
院
は
す
べ
て
完
全
土
曜
休
診
に
な
る
。
全
国
的
な
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公
立
病
院
で
の
労
働
時
間
短
縮
の
流
れ
に
沿
っ
た
措
置
だ
っ
た
。

　

第
２
、
第
４
を
除
く
土
曜
日
の
診
療
は
、
11
時
ま
で
の
受
け
付
け
で
、
毎
回
５
０
０
人
程
度
が
診
療
を
受
け
て
い
る
。
ほ

と
ん
ど
が
再
診
で
初
診
は
少
な
い
。
平
日
の
外
来
は
１
２
０
０
人
～
１
５
０
０
人
だ
が
、
こ
こ
に
土
曜
日
分
の
患
者
を
割
り

振
る
形
と
な
る
。
病
院
で
は
「
平
日
が
混
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
ま
だ
余
裕
が
あ
る
。
休
診
の
お
知
ら
せ
は
市
の
広
報

紙
な
ど
で
行
っ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
は
な
い
」
と
現
状
を
説
明
。
救
急
業
務
は
こ
れ
ま
で
通
り
24

時
間
体
制
で
行
う
。
病
棟
へ
の
見
舞
い
は
土
曜
、
日
曜
も
受
け
付
け
る
。
県
内
の
公
立
病
院
は
国
立
、
県
立
が
全
部
、
市
町

村
立
は
10
病
院
の
う
ち
５
病
院
が
完
全
土
曜
休
診
を
既
に
実
施
し
て
い
た
。

血
管
造
影
撮
影
装
置
な
ど
導
入

　

平
成
８
年
か
ら
９
年
に
か
け
て
、
市
立
病
院
で
高
度
医
療
機
器
が
相
次
ぎ
導
入
さ
れ
た
。
８
年
３
月
に
は
骨
密
度
測
定
装

置
、
９
年
２
月
、
血
管
造
影
撮
影
装
置
、
さ
ら
に
同
３
月
に
は
７
年
３
月
に
導
入
し
た
高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
の
２
台
目
を

増
設
、
全
身
用
Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
診
断
装
置
も
増
設
し
た
。

　

新
し
い
血
管
造
影
撮
影
装
置
は
、
全
身
の
血
管
を
造
影
で
き
る
装
置
で
、
病
巣
の
部
位
、
形
、
大
き
さ
、
臓
器
と
の
位
置

関
係
な
ど
を
検
査
、
診
断
す
る
。
全
身
用
Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
診
断
装
置
は
、
患
者
の
体
内
を
輪
切
り
状
態
で
診
断

す
る
も
の
で
、
頭
部
の
脳
血
管
障
害
、
全
身
の
腫
瘍
等
の
病
変
部
位
、
大
き
さ
、
性
質
、
周
辺
構
造
の
診
断
に
は
不
可
欠
な

医
療
機
器
で
あ
る
。
病
変
個
所
を
立
体
的
に
撮
影
す
る
こ
と
で
、
す
い
臓
等
の
小
病
変
を
確
実
に
検
知
で
き
、
検
査
時
間
も
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短
く
な
る
な
ど
、
診
断
領
域
の
拡
大
と
と
も
に
診
断
制
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
た
。

歯
科
口
腔
外
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
開
設

　

平
成
９
年
４
月
、
市
立
病
院
に
歯
科
口
腔
外
科
と
リ
ウ
マ
チ
科
が
開
設
さ
れ
、
診
療
科
目
は
19
科
と
な
っ
た
。
８
年
８
月

に
医
療
法
施
行
令
の
一
部
改
正
で
、
歯
科
口
腔
外
科
と
リ
ウ
マ
チ
科
が
、
広
告
す
る
こ
と
の
で
き
る
診
療
科
目
と
し
て
加
え

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
市
立
病
院
に
は
、
日
本
口
腔
外
科
認
定
医
が
２
人
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
認
定
医
が
１
人
お
り
、
こ

う
し
た
認
定
医
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
も
治
療
を
行
っ
て
い
た
。

　

市
立
病
院
に
歯
科
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
22
年
７
月
。
昭
和
47
年
５
月
、
病
院
の
改
築
整
備
に
伴
い
、
歯
科
内
に
病

床
５
床
を
有
す
る
口
腔
外
科
が
併
設
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
南
九
州
を
リ
ー
ド
す
る
画
期
的
な
歯
科
口
腔
外
科
体
制
を
整
え

て
き
た
。
歯
科
の
増
田
敏
雄
部
長
は
「（
今
回
の
開
設
に
つ
い
て
）
総
合
病
院
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
病
院
歯
科
口
腔
外
科
と

し
て
は
全
国
で
も
有
数
の
機
関
と
し
て
、
自
他
と
も
に
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
外
来
、
入
院
の
高
次
元
歯
科
口
腔
外
科

診
療
は
も
と
よ
り
、
全
身
基
礎
疾
患
を
有
す
る
患
者
さ
ん
や
心
身
障
害
者
に
対
す
る
診
療
、
さ
ら
に
開
業
歯
科
医
療
機
関
と

の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
標
榜
科
目
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
意
義
を
説
明
し
た
。
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病
院
モ
ニ
タ
ー
制
度
発
足

　

平
成
８
年
の
不
祥
事
を
受
け
、
組
織
改
善
や
人
事
管
理
面
に
つ
い
て
院
外
か
ら
病
院
運
営
へ
の
意
見
・
提
言
を
求
め
る
た

め
に
、
平
成
９
年
４
月
、
市
立
病
院
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
開
始
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
、
病
院
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
関
す
る

率
直
で
建
設
的
な
提
言
、
意
見
、
要
望
、
感
想
を
聞
く
た
め
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
も
の
だ
。
対
象
は
20
歳
以

上
の
市
民
で
、
任
期
は
６
月
１
日
か
ら
１
年
間
。
広
報
誌
「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」
で
募
集
、
初
年
度
は
67
人
の
応
募
が
あ
り
、

年
齢
配
分
を
考
慮
し
て
20
人
を
選
ん
だ
。
１
年
に
３
回
（
６
月
、
10
月
、
２
月
）、
病
院
の
幹
部
職
員
と
合
同
会
議
を
開
い

て
生
の
声
を
聴
い
た
。
ま
た
、
自
ら
病
院
を
訪
れ
て
問
題
点
を
発
見
し
た
と
き
は
、
い
つ
で
も
手
紙
や
電
話
で
連
絡
を
し
て

く
れ
る
よ
う
要
請
し
た
。
そ
の
後
も
同
制
度
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
同
じ
く
不
祥
事
を
受
け
た
改
善
策
と
し
て
、
９
年
２
月
、
市
立
病
院
は
新
年
度
病
院
特
別
会
計
に
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
約
１
７
０
０
万
円
の
改
善
費
を
盛
り
込
ん
だ
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
手
作
業
で
行
っ
て
き
た
出
納

業
務
な
ど
を
電
算
化
す
る
も
の
で
、
同
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

院
内
学
級
ス
タ
ー
ト

　

平
成
９
年
４
月
８
日
、
市
立
病
院
に
院
内
学
級
が
開
設
さ
れ
た
。
長
期
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
勉
強
の
遅
れ

や
治
療
へ
の
不
安
を
軽
減
し
、
闘
病
中
の
生
活
に
張
り
を
持
た
せ
る
の
が
目
的
だ
。
２
週
間
以
上
の
入
院
が
見
込
ま
れ
る
小
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中
学
生
を
対
象
に
、
病
院
内
の
教
室
で
専
任
の
教
師
が
授
業
を
す
る
。
病
状
に
よ
っ
て
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
も
教
え
、
学
籍

は
最
寄
り
の
松
原
小
学
校
、
甲
東
中
学
校
に
置
く
。
こ
れ
ま
で
６
カ
月
以
上
の
入
院
が
見
込
ま
れ
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
養

護
学
校
の
教
師
が
週
２
回
教
え
る
訪
問
教
育
を
実
施
し
て
い
た
が
、
院
内
学
級
を
設
置
す
る
こ
と
で
対
象
を
拡
大
し
、
一
本

化
し
た
。

　

初
年
度
入
級
し
た
の
は
小
中
学
生
７
人
。
父
母
ら
約
30
人
が
出
席
し
た
開
級
式
で
は
、
両
校
の
校
長
が
「
病
気
を
治
す
こ

と
を
第
一
に
、
担
任
の
先
生
と
仲
良
く
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
。
保
護
者
代
表
が
「
院
内
学
級
で
の
勉
強
を
楽
し
み
に

治
療
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
初
年
度
は
小
学
生
35
人
、
中
学
生
16
人
が
院
内
学
級
で
学
ん
だ
。

基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指
定

　

平
成
９
年
５
月
、
市
立
病
院
は
鹿
児
島
県
か
ら
「
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
さ
れ
た
。

　

７
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
新
た
な
災
害
医
療
体
制
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
た
め
、
同
年
４

月
、
厚
生
省
内
に
「
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
８
年
４
月
に
報
告
書
が
出
さ
れ
た
。
報
告
書
で
は
「
被
災
地
内
の
医
療
機
関

は
自
ら
も
被
災
者
と
な
る
も
の
の
、
被
災
現
場
に
お
い
て
最
も
早
く
医
療
救
護
を
実
施
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
役
割
は
重

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
医
療
機
関
を
支
援
す
る
た
め
の
災
害
拠
点
病
院
の
整
備
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
救

護
・
救
援
を
行
う
た
め
の
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
災
害
医
療
に
係
る
保
健
所
機
能
の
強
化
、
搬
送

機
関
と
の
連
携
等
が
必
要
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
省
は
８
年
５
月
、
各
都
道
府
県
に
対
し
「
災
害
拠
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点
病
院
」
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
通
知
し
た
。

　

拠
点
病
院
は
、
要
員
の
訓
練
・
研
修
機
能
を
有
す
る
「
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
各
都
道
府
県
に
１
カ

所
、「
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
は
二
次
医
療
圏
ご
と
に
１
カ
所
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
―
と
規
定
。
指
定
要
件

と
し
て
、
運
営
面
で
は
、
①
24
時
間
緊
急
対
応
し
、
災
害
発
生
時
に
被
災
地
内
の
傷
病
等
の
受
け
入
れ
、
搬
出
を
行
う
こ
と

が
可
能
な
体
制
を
有
す
る
②
災
害
発
生
時
に
、
被
災
地
か
ら
の
傷
病
者
の
受
け
入
れ
拠
点
に
も
な
る
。
被
災
地
の
災
害
拠
点

病
院
と
被
災
地
外
の
拠
点
病
院
と
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
傷
病
者
、
医
療
物
資
等
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
行
え
る
機
能
を
有

し
て
い
る
③
消
防
機
関
と
連
携
し
た
医
療
救
護
班
の
派
遣
体
制
が
あ
る
④
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
の
際
、
同
乗
す
る
医
師
を
派

遣
で
き
る
―
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。




